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はじめに

英語は現在、世界の共通語と言っても過言ではない。

矢野 (2004)は、「英語は国連をはじめとする国際的な

政治、外交から船舶・航空管制、科学技術、書物や新聞・

雑誌などの出版物、学会や企業の国際会議、国際ビジネ

ス・貿易、多国籍企業、旅行や広告、音楽、スポーツな

ど、あらゆる分野にわたって主要言語として機能するよ

うになった。実際、世界の科学技術や学問上の情報のほ

とんどは英語で発信されているJ1)と述べている。

さらに、世界中で進展しつつあるグローパル化ととも

に、英語教育が注目されている。太田 (2013)が言うよ

うに、「グ、ローパル化が加速する現代において、学校教育

や英語教育の在り方について多角的に論じることは・.. 

世界の未来を考える上でも重要な試みであるJ2)。

こうした動向の中にあって、日本と中国の学校現場に

おいては、ビジネス等の場で母語と全く違う言語を駆使

して有効なコミュニケーションを行えるように教育しな

いといけないという、共通の課題がある。

筆者は、中国において高等学校の英語教員をしており、

現在、文部科学省現職教員留学生として、 2013年 10月

~2015 年 3 月までの 1 年半にわたり、神戸大学で日本

の教育について理論的かっ実践的に学んでいる。また、

日本の英語教育の実践を直接に観察し、実践の内実につ

いて具体的に理解することができた。

本稿では、教員の視点から、日本と中国の英語教育の

共通性と特色に着目しつつ、日本と中国でどのように英

語教育が行われているのか整理する上で、両国における

今後の英語教育の動向を考察したい。

第一章英語教育の共通の背景

， .母語の影響
日本は、中国同様に、漢字文化圏であり、アルファベ

ットを使う英語との相違が大きい。例えば、両国で使う

漢字はそれ自体意味を持ち、数も多いが、英語はインド・

ヨーロッパ語族で、あり、ローマ宇で、書き、ローマ字自体

に意味はなく、数も少ない。また日本語では、動詞が文

章の最後になり、英語では、動調は主語の後になるよう

に語順も違う。一方、中国語では時制があまりないが、

英語では少なくとも十二の時制がある。このように、日

本語や中国語と英語は大きく異なるため、日本人や中国

人にとって英語を学ぶのはかなり難しい。

2.文化の影響

語学学習は、言語の違いだけではなく、生活環境や文

化とも関係がある。生徒たちは自覚してはいないが、実

際は自分たちの文化や価値観をベースに、外国語を勉強

しているのだ(Watson，K. & Agawa， G. 2014)。例えば、
日本と中国社会では、人間関係を非常に大事にする。日

本語では、「思いやり jとか「空気を読む」という言葉が

よく使われる。中国語にも、「察言観色」がある。どちら

も、自分だけでなく、ほかの人の気持ちを考えないとい

けないという意味である。

一般に、東洋人は自己主張が苦手だとされている。例

えば、水野 (2008)は、「教室の授業でディスカッショ

ンやディベートなどの言語活動が非常にやりづらいJ3) 

と述べている。これらは、ほかの人にどう評価されるか

を気にするからだとも言える。このような心理的なプレ

ッシャーを持ちながら、人前で自分の意見を喋り、口を

大きく開け、大げさな口調をするのは、特に日本人や中

国人には、とても勇気が要る。しかし、それらは英語の

特色であり、高い英語力を持つためには慣れないといけ

ない。

3.英語を学ぶ動機

加えて、普通の日本人と中国人にとって、日常生活で

英語を使う機会は少ない。小林 (2013)は、英語につい

て、「日本の場合は、多くの場合『あれば便利』さえも感

じられず， wなくても生活できる』のだJ4)と指摘して

いる。日本人は、英語を使えなくても支障なく生活でき

る。では、勉強の動機は何かと言えば、テストでいい点

数をとることである。それを考えると、難しい英語を勉

強したくない生徒たちの気持ちも理解できる。そして日

本のみならず中国の英語教育においても、生徒たちの学

ぶ動機が受動的になる状況が起こりやすい。

以上のように、日中の英語教育の現状を見ると、多く

の共通点が見られる。
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第二章両国の英語教育の特色

1 .英語教育の目標と科目

日本、中国の両国とも、中央政府の教育機関が責任を

もって、高校卒業までの英語教育の目標を規定し、教科

書の基準を公布し、教員の研修を行い、そしてテストに

よって生徒の英語力を評価する。具体的に両国の規定を

見てみよう。

【日本】

日本の場合は責任官庁は文部科学省であり、小学校

から高校までの教育目標は、学習指導要領で次のように

定められている(文部科学省2008a;2008b ; 2009) 5)。

目標

外国語を通じて、言語や文化について体験的に理

解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろう
A十'-4 とする態度の育成を図り、外国語の音声や基本的

校 な表現に慣れ親しませながら、コミュニケーショ

ン能力の素地を養う。

初歩的な英語を聞いて話し手の意向などを理解

できるようにする。初歩的な英語を用いて自分の
中 考えなどを話すことができるようにする。英語を

学 読むことに慣れ親しみ、初歩的な英語を読んで書

校 き手の意向などを理解できるようにする。英語で

書くことに慣れ親しみ、初歩的な英語を用いて自

分の考えなどを書くことができるようにする。

英語を通じて、百語や文化に対する理解を深め、

高
積極的にコミュニケーションを図ろうとする態

校
度の育成を図り、情報や考えなどを的確に理解し

たり適切に伝えたりするコミュニケーション能

力を養う。

そして、教育目標を達成するために、具体的な科目と

標準単位数も規定している。例えば、日本の高校の英語

の標準単位数は次のようになっている(文部科学省

2009) 6) 

科目 標準単位数

コミュニケーション英語基礎 2 

コミュニケーション英語I 3 

コミュニケーション英語E 4 

コミュニケーション英語皿 4 

英語表現I 2 

英語表現E 4 

英語会話 2 

【中国】

一方、中国の該当の教育機関は教育部であり、小学

校から高校までの目標は、課程標準により次のように規

定されている(教育部2011a; 2011b ; 2013) 7) 

目標

英語について興味を起こし、自信を持ち、いい習

慣を身に付け、基礎的な知識とスキルを学ぶ。英
Aザgー 語の勉強を通じて、観察、記憶、考え方、想像の

校 能力を発展し、文化の違いを感じ、健康的な人生

観を形成しはじめ、今後の発展を目指す。

中 英語についての技能、知識、愛情、学び方、文化
且う4こ・ の意識を基礎としての初歩的な総合能力を養い、

校 生徒の全面的な成長を目指す。

高 自発的な勉強と協力勉強の能力を発展し、有効的

校 な学び方を形成し、総合的な英語力を高める。

そして、中国の高校の英語の標準単位数は次のように

なっている(教育部2013) 8) 

選択科目
レベル 必修科目

順番履修 自由履修

週授 週授 単位 言 百

鑑類賞
科目 単位 科目

業数 語と 応語業数

英語 11 4 2 技能 用類

英語10 4 2 類

9級 英語9 4 2 

英語8 4 2 

8級 英語7 4 2 

英語6 4 2 
7級 英語5 4 2 

英語4 4 2 
6級 英語3 4 2 

英語2 4 2 

英語l 4 2 

義務教育1-5級

一科目が週4時間でありながら、 2単位しかない理由

は、各科目が半学期で終わるためである。日本では

GTECのCan-doリストがあり、生徒の英語学習の発展

は、 7段階に分けてぞれぞれの英語力が規定される。中

国も、同じように 1級から 9級までに分けられている。

単位数で見ると、高校の場合、日本は 21、中国は 22

であり、あまり変わらない。けれども、目標と科目で細か

く見ていくと相違がある。これについて太田 (2013)次

のように指摘している。「日本の英語教育の目標が、異文

化理解やコミュニケーション能力の育成、 4技能(リスニ

ング、スピーキング、リーディング、ライティング)のバ

ランスの取れた育成を主たるねらいとしているのに対し

て、中国の英語教育は、知識・技能の習得のみならず、学

習ストラテジーや感'情態度についても具体的に育成する

ことが目標として掲げられており、これらは小学校段階か

ら一貫して指導が行われるものとされている」へ

日本の英語教育は英語の中の4つの技能を深めつつ、

英語を媒介にして日本の文化とは異なる文化などを学び、

英語力を上げることを目指している。一方、中国では、

英語教育の中で、英語の知識・技能を深めることがねら

いにあるが、英語を通して様々な学習の方法や感情面の

豊かさを深めることが課程標準に記載されている。教育

の目標は人として身体、知識、能力、価値観などの全面

的な成長を促すことである。科目を教えることはこうし

た目標を達成する為の手段である。

2.教育現場の特色

上述したように、日中両国の英語教育の目標が違うこ

。。
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とから、教育現場もそれぞれ異なる特徴をもっている。

筆者は、日本での研修期間中に、小学校の外国語活動、

および中学・高校の各学年の英語の授業を見学する機会

をえた。そこで日本の英語教育の優れた点を学んだ。そ

れと共に中国の英語教育の特色も再確認できた。それで

は、具体的に日本と中国の英語教育の現場ではどのよう

な特徴がみられるだろうか。

【日本】

日本の英語教育は生徒達の英語力を上げるために、い

ろいろ工夫し、より効率よい方法を求める。従って、教

育の実践は、次の特色を持っている。

第一に、協同学習とし、う集団活動をうまく活用してい

ることである。見学した授業では、ベアワークやグ、/レー

プワークの協同学習を行っていた。生徒たちはお互いに

助け合い、クラスの前に出て発表する準備など、一人一

人が自分の役割を担って、効率のよい活動を展開してい

た。一斉授業の場合では、授業時間数を生徒人数で単純

に割ると、生徒一人の持ち時間はわずか 1~2分に過ぎ

ない。それでは、言語学習においてかなり発話が足りな

いと感じる。協同学習を導入すると、練習時聞が増え、

助け合いができ、本格的なコミュニケーションも行うこ

とができる。事前に生徒一人一人の役割を明確にしてお

けば、協同学習における教師の監督不足という欠点を乗

り越えて、有効な練習を保障することもできる。

第二に、生徒中心の授業を行っていることである。授

業は、生徒の成長が目的でもある。つまり、生徒が主人

公で、教師は生徒を助け支援する人である。日本の教師

はいつもこうした姿勢に立っている。教師が準備してき

た内容を一方的に終わらせるというのではなく、生徒に

たっぷり時聞をあげて、一つ一つの内容を丁寧に進めて

いる。たとえ公開授業であっても、生徒がもっと時聞が

欲しいと申し出れば、即座に授業計画を見直すこともあ

る。また、子どもの年齢や能力に応じて、一歩一歩着実

に成長させようとしている。

第三に、教師が新しい理論や技術を、自覚的かっ熱心

に身に付けようにしていることである。以前は日本の英

語教育は文法を重視していたとされている。藤田 (2013)

は、「一般的には文法訳読法が主流であるJ1 0) と述べて

いる。また、 Underwood，P. R.&Takahiko， H. (2010) 

によれば、日本では文法を強調しすぎており、リーディ

ング教育は停滞していたと言う。確かにそういった時代

もあったが、今はコミュニケーション能力の発展も重視

されている。高等学校学習指導要領の外国語編 (2009)

では、 iW聞くこと』、『話すこと』、『読むこと』及び『書
くこと』の4技能の総合的な指導を通して、これらの4

技能を統合的に活用できるコミュニケーション能力を育

成するとともに、その基礎となる文f去をコミュニケーシ

ヨンを支えるものとしてとらえ、文法指導を言語活動と

一体的に行うよう改善を図る。また、コミュニケーシヨ

ンを内容的に充実したものとすることができるよう、指

導すべき語数を充実する。Jとされている。したがって、

これらの技能向上のために、教師たちは従来通りの考え

方や教え方を変えようと努力している。協同学習を利用

したり、なるべく英語で、授業を行ったりしている。この

点については、大学における教員養成科目「教職実践演

習」の中で、現役の先生が教員になる学生に、従来通り

の教え方ではなく、コミュニケーション能力を形成する

ことを強調していた。よりよい教育方法を求め、自分が

慣れていたことを変える営みは、高く評価されよう。

【中国】

中国の場合は、人としての全面的な成長をめざし、「因

材施教」という教育原則があり、「教無定法Jという観点

に立って、教育において多様性がある。このことは、万

能な教育方法はなく、生徒の能力や個性に応じ、教育内

容と教員自分の特徴と併せて、適切な方法を選ぶという

ことを意味している。そして、一つ一つの科目における

教育目標は、独自の意義を持ちながらそれぞれ関連し合

い、生徒たちの教育が行われていく。

従って、教育の実践における多様性は保障されている。

南部 (2012)は、 iW課程標準』として規定され、より柔
軟な教育課程の編成が可能となっている」、「地方、学校、

教師がそれぞれ実際の状況に適切に対応することで、教

育の多様なあり方が生まれる余地が大きく存在している

のであるJ1 1)と述べている。

教育現場では、生徒の全面的な成長を目指し、教育の多

様性を保証しようと努めている。同じ内容でも、教える方

法は生徒や教師によって異なる。それゆえ様々な実践のテ

ーマに関する教師主体の研究会を開くことが多い。そして、

英語科においても、ほかの科目と同様、教師も、自分の担

当科目の知識や技能を教えるだけではなく、生徒の抱える

問題に対応したり、悩みの相談に乗ったり、様々な指導を

している。大多数の教師は朝から晩まで学校に居て、その

上で休憩や昼休みの時間を割いて個別指導をする。そして

平日は教師がずっと生徒の傍におり、なおかつ保護者と連

絡も取り合っているので、生徒の学習や生活の状態は把握

できている。従って、学校の中で適切な指導が行うことが

できる。すなわち、多様な指導は中国の英語教育、あるい

は中国の教育全体の特色だと言ってよい。

以上より、両国とも教育目標に従い、特色を活かしなが

ら実践している。日本では、教育研究の成果を基礎として、

教師方々は熱心に新しい理論や方法を実践し、生徒達を教

育の主人公として、彼らの英語力を上げる為に工夫してい

る。中国では、教育の多様性を強調し、状況により適切な

方法を従い、生徒達の全面的な成長を目指している。

第三章今後の動向

日中の英語教育は共通する背景と各自の特色を持って

いるが、これからどういう方向に向かっていくのかを、

最後に考えてみたい。

1 グローバル化へのさらなる対応

日本では、特に東京オリンピックに向かつて、グロー

パル化の拡充が重要視されている。文部科学省は、「グロ

ーパル化に対応した英語教育改革実施計画J(以下、「計

-39-
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画」という)を作って、今後の英語教育の発展方向を以

下のように描いている。すなわち、「初等中等教育段階か

らグローパル化に対応した教育環境づくりを進めるため、

小学校における英語教育の拡充強化、中・高等学校にお

ける英語教育の高度化など、小・中・高等学校を通じた

英語教育全体の抜本的充実を図る。 2020年(平成32年)

の東京オリンピック・パラリンピックを見据え、新たな

英語教育が本格展開できるように、本計画に基づき体制

整備等を含め 2014年度から逐次改革を推進する。」とし

ている。

「計画Jにより、具体的な体制整備においては、概ね

に二つの内容を指摘している。それは、①教材の開発と

②教員の指導力の向上である。そして、教員の指導力の

向上のために、教員養成、海外留学、 ALT配置などの改

善充実を目指すという。

一方、中国でも、同様に、グローバル化への関心は高い

(張麗棒、 2008)。教育政策で、英語教育は国民教育の基

本内容になる(陳国華、 2008)。具体的には、「外籍専家」

として外国から専門の教員を招致して、生徒たちに英語を

教えることである。そして、教員自身の英語力の向上も、

効率良い英語教育の大前提と認識されており、教員研修を

通して教員の指導力を高めていこうとしている。

2.互いの共通点と相違点を深く理解した上での国際交流

グローパル人材とは、単に英語力が高い人を指す用語

ではない。

日本では、グローパノレ人材育成の「計画j において、

「日本人としてのアイデンティティに関する教育の充実

について・・・国の歴史、伝統文化、国語に関する教育を推

進」を求めており、国語科の授業時数を増加し、古典に

関する指導を重視して、文学教材・言語活動・伝統文化

に関する学習内容と歴史学習の充実を目指している。

一方、中国でも「国学」という言葉がよく言われ、重

視されてきている。現に、子どもの時から「三字経Jや

「弟子規」、「唐詩」を勉強させる親が多くなっている。

日本の大学入試センター試験にあたる中国の「高考」で

も、「国語」の割合が大きくなっている。

自国の文化をしっかり学び、理解した上で、外国語を

通して、相手の文化も理解できるように工夫していく。

お互いの共通点と相違点を深く理解することを基礎とし

て、国際交流を行うことが大事だと思う。

3.教育方法の検討

日中両国の英語教育の実践においては、それぞれ特色

を持ちながら実践され、グローパル人材育成を目指そう

としている。そこでは、誤解なくコミュニケーションで

きる英語力を養うことが両国における共通の課題といえ

る。この課題を解決するために、今後の英語教育で重要

な三つの視点を提案したい。

第一に、教師の理念として、生徒を教育の主人公とし

てとらえることである。そもそもグローパノレ化が進むに

つれ、外国の情報や文化などを自主的に深め理解し、ほ

かの国の人と積極的にコミュニケーションをすることが

不可欠になる。それゆえグロ}パル人材を育てる為には、

生徒自身が英語を用いる主人公としての自覚を養い、教

師は生徒の成長を助ける役割という立場を重視する必要

がある。

第二に、英語教育の研究を深めていくことである。日

本と中国の人々は、英語に対して未だ十分には自信がな

い。大部分の人が欧米人に対応する時は緊張し、言いた

いことを英語で十分に表すことが難しいと感じている。

このことから、英語教育の研究者は英語力を高め、自信

を深めるために効率のよい方法や理論を研究し、できる

だけ多様な選択肢を教師に提供することが求められる。

第三に、生徒に応じて適切な指導方法を選び、実践

していくことである。生徒遣は一人一人抱える問題、悩

みや持ち個性が違う。従って、実際に生徒を指導してい

く教師は、積極的に新しい理論や方法を身に付け、生徒

それぞれの個性や能力に応じて、可能な範囲で適切な方

法を選択していくことが必須である。

おわりに

グローパル化の進展が目指されている今日において、

日本と中国では、ともに英語教育の向上に力を注いでい

る。そして、日本では、協同学習を加味した生徒中心の

教育、また中国では、多様な指導を伴った全面的な成長

のための教育というように各々の良さを活かしながら英

語教育は展開されつつある。具体的手法を考案すること

を今後の課題としたい。同時に、自国の母語や文化を理

解した上で、互いの共通点と相違点を踏まえて有効な国

際交流ができるグロ}パノレ人材を育てていくことが目標

課題となるであろう。

Abstract: 

Presentlぁ Englishserves as a global language in 

international communication. However， the native 

languages in Japan and China are far from English. 

In the trend of globalization， English teaching， 

therefore， has been a common topic in the field of 

education in bothcountries. We are going to discuss 

the common ground and distinctive features of 

English teaching between the two countries， trying to 

find the development tendency and effective practice 

for English education in Japan and China. 
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